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コ
ー
ヒ
ー
と
酒

の
功
罪
が
書
か
れ

た
記
事
を
最
近
続

け
て
目
に
し
た
。

最
新
の
研
究
結
果

に
よ
る
も
の
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
コ
ー
ヒ
ー
党
に
は
あ
り
が

た
く
、
上じ

ょ
う

戸ご

に
は
耳
の
痛
い
内

容
だ
▼
コ
ー
ヒ
ー
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
パ
ワ
ー
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
次
々
と
わ
か
っ

て
き
て
お
り
、
糖
尿
病
や
肝
が

ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
発
症
リ

ス
ク
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と

の
こ
と
▼
糖
尿
病
は
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
が
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
コ
ー
ヒ
ー
は
、

こ
の
ス
ト
レ
ス
抑
制
に
効
果
が

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
肝
が
ん

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
ま
っ
た
く

飲
ま
な
い
人
の
発
生
率
を
１
と

す
る
と
、
週
１
〜
２
回
飲
む
人

は
０
・
75
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
飲

む
人
は
０
・
49
と
、
大
き
く
低

下
し
て
い
た
▼
死
亡
率
で
も
、

ま
っ
た
く
飲
ま
な
い
人
の
全
死

亡
リ
ス
ク
を
１
と
し
た
場
合
、

１
日
１
〜
２
杯
飲
む
人
が
０
・

85
、
１
日
３
〜
４
杯
が
０
・
76

と
、
危
険
度
の
低
下
傾
向
が
み

ら
れ
た
▼
病
気
だ
け
で
な
く
、

抗
酸
化
作
用
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

に
は
シ
ミ
を
抑
え
る
な
ど
の
美

肌
効
果
が
期
待
で
き
、
ま
た
コ

ー
ヒ
ー
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

酸
に
は
人
体
の
老
化
の
制
御
に

関
わ
る
Ｎ
Ａ
Ｄ
と
い
う
補
酵
素

が
あ
っ
て
、
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｄ
を
回

復
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
と
い
う

▼
こ
う
書
く
と
い
い
こ
と
ず
く

め
の
よ
う
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
コ

ー
ヒ
ー
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
フ

ェ
イ
ン
に
は
覚
醒
作
用
の
半

面
、
不
眠
な
ど
の
副
作
用
が
あ

り
、
最
も
リ
ス
ク
を
下
げ
る
の

は
１
日
に
３
〜
４
杯
と
結
論
付

け
て
い
る
▼
一
方
の
酒
の
ほ
う

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自

粛
や
在
宅
勤
務
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
家
で
の
飲
酒
量
が
増
え
る
傾

向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
近

年
の
研
究
で
は
、
健
康
へ
の
悪

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
ア
ル

コ
ー
ル
量
は
ゼ
ロ
、つ
ま
り「
ま

っ
た
く
飲
ま
な
い
方
が
健
康
に

良
い
」
と
す
る
結
果
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
▼
酒
の
害
を
示
す
報

告
や
研
究
は
ほ
か
に
も
多
々
あ

る
が
、
酒
好
き
の
方
に
「
も
う
、

た
く
さ
ん
だ
！
」
と
言
わ
れ
そ

う
な
の
で
、
こ
の
へ
ん
で
や
め

て
お
こ
う
▼
か
つ
て
コ
ー
ヒ
ー

は
健
康
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
の
ほ

う
が
多
く
、
逆
に
酒
は
「
百
薬

の
長
」
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。

今
後
の
研
究
次
第
で
ま
た
違
う

科
学
的
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
何
事
も
程
度

問
題
、
「
ほ
ど
ほ
ど
」
が
無
難

な
こ
と
は
言
う
ま
で
な
い
。

千
建
協
京
葉
支
部
に
賛
同

土
曜
に
官
民
約
１２０
人

浦
安
・
舞
浜
で
高
潮
護
岸
清
掃

基本調査のプロポ公告
成田市■東和田南部区整事業

準
備
会
に
技
術
支
援
等

調
査
区
域
面
積
は
約
50

ha

　
（
一
社
）
千
葉
県
建
設
業
協

会
京
葉
支
部
（
尾
頭
博
行
支
部

長
）
は
24
日
、
浦
安
市
に
お
け

る
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
恒
例
の
「
舞
浜
高
潮

堤
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
」
を

行
っ
た
。土
曜
日
の
こ
の
日
は
、

会
員
74
人
（
47
社
）
を
は
じ
め
、

県
葛
南
土
木
事
務
所
か
ら
15

人
、
浦
安
市
役
所
か
ら
14
人
、

浦
安
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら

11
人
の
ほ
か
、
宮
坂
な
お
・
県

議
会
議
員
、
深
津
徳
則
・
浦
安

市
議
会
議
員
ら
総
勢
約
１
２
０

８
０
０
ｍ
。
漂
流
・
漂
着
ご
み

を
は
じ
め
、
堤
防
に
捨
て
ら
れ

た
一
般
ご
み
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
あ
き
缶
な
ど
を
分
別
回
収

し
た
。
浦
安
市
の
河
川
や
海
岸

で
は
、
上
流
部
か
ら
の
ご
み
や

東
京
湾
か
ら
の
漂
着
ご
み
が
流

れ
着
く
こ
と
が
、
深
刻
な
問
題

に
発
展
。
特
に
、
10
余
年
前
に

整
備
し
た
舞
浜
高
潮
堤
防
護
岸

に
は
大
量
の
ご
み
が
漂
着
し
、

こ
れ
ら
が
、
三
番
瀬
や
市
川
野

鳥
の
楽
園
の
水
辺
に
通
じ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
日

に
収
集
し
た
ご
み
は
、
会
員
企

業
の
ト
ラ
ッ
ク
で
浦
安
市
の
ご

み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
送

し
た
。

建者くんの冒険千 建 協

第8話

「災害に
備えよう！」

昨
年
の
「
舞
浜
高
潮
堤
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
」
か
ら

▽
尾
頭
博
行（
尾
頭
建
設
㈱
）

▽
尾
頭
研
哉
（
同
）
▽
長
野
順

一（
㈱
長
福
）▽
西
村
大
蔵（
同
）

▽
柴
崎
拓
美
（
同
）
▽
渡
部
智

光
（
工
営
建
設
㈱
）
▽
平
山
知

太
（
櫻
工
営
㈱
）
▽
中
村
亘
佑

（
㈱
阿
部
道
路
）
▽
岩
木
耕
一

（
伊
藤
建
設
㈱
）
▽
石
上
洋
平

（
㈱
大
城
組
）▽
米
山
裕
貴（
同
）

▽
東
海
秀
哉
（
同
）
▽
岡
田

明
（
㈱
風
間
建
設
工
業
所
）
▽

志
村
嘉
宏
（
樫
原
建
設
㈱
）
▽

我
那
覇
宗
美
（
同
）
▽
武
内
将

勝
（
勝
美
建
設
㈱
）
▽
武
内
俊

勝
（
同
）
▽
井
村
亮
慈
（
同
）

▽
田
中
基
之
（
同
）
▽
堺
　
千

種
（
カ
ネ
ケ
ン
京
葉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
㈱
）
▽
清
水
　
明
（
同
）

▽
松
山
憲
太
郎
（
同
）
▽
上
條

和
彦
（
上
條
建
設
㈱
）
▽
綾
野

　
力
（
木
村
建
設
工
業
㈱
）
▽

芳
賀
浩
二
（
同
）
▽
花
沢
幸
雄

（
京
成
建
設
㈱
）
▽
平
　
敏
信

（
京
葉
都
市
開
発
㈱
）
▽
秋
元

将
之
（
京
葉
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）
▽
塩
谷
義

之
（
同
）
▽
鷲
見
　
豊
（
同
）

▽
森
岡
貴
裕
（
㈱
斉
藤
総
業
）

▽
武
田
満
元
（
同
）
▽
高
橋

徹
（
㈱
三
和
工
業
）
▽
酒
井
康

参
加
し
た
京
葉
支
部
会
員

人
が
、
と
も
に
汗
を
流
し
た
。

　
清
掃
作
業
に
先
立
ち
、
開
会

式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
た
尾

頭
支
部
長
を
は
じ
め
、
県
を
代

表
し
て
葛
南
土
木
事
務
所
の
荒

木
健
一
所
長
、
地
元
・
浦
安
市

を
代
表
し
て
内
田
悦
嗣
市
長
の

ほ
か
、
同
じ
く
地
元
選
出
の
宮

坂
な
お
県
議
、
浦
安
商
工
会
議

所
青
年
部
の
尾
頭
研
哉
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
た
。

深
刻
な
漂
着
ご
み

　
こ
の
日
の
清
掃
場
所
は
、
浦

安
市
舞
浜
２
丁
目
の
旧
江
戸
川

舞
浜
高
潮
堤
防
護
岸
で
、
舞
浜

大
橋
か
ら
堀
江
橋
、
舞
浜
ロ
ー

ズ
タ
ウ
ン
交
差
点
堤
防
側
の
約

行
（
㈱
鹿
野
建
設
）
▽
髙
梨
秀

聡
（
大
市
産
業
㈱
）
▽
田
中
康

弘
（
大
英
建
設
㈱
）
▽
大
山
昭

典
（
㈱
大
進
工
業
）
▽
石
神
千

谷
（
高
根
建
設
㈱
）
▽
石
神
宇

貴
（
同
）
▽
岩
瀬
駿
助
（
田
口

建
設
㈱
）
▽
武
内
　
剛
（
武
内

建
設
㈱
）
▽
安
林
潤
平
（
同
）

▽
川
村
大
志
（
同
）
▽
田
代
豊

和
（
㈱
田
代
土
木
）
▽
田
中

匠
（
㈱
田
中
工
務
店
）
▽
田
丸

雅
人
（
田
丸
興
業
㈱
）
▽
甲
川

哲
夫
（
千
東
建
設
㈱
）
▽
澁
谷

保
治
（
千
葉
建
設
㈱
）
▽
湯
浅

誠
三
（
㈱
テ
ィ
ー
エ
ス
ケ
ー
）

▽
今
野
洸
遥
（
同
）
▽
佐
々
木

孝
峻
（
同
）
▽
田
中
亮
輔
（
㈱

東
西
建
工
）
▽
高
呂
清
司
（
ト

キ
ワ
建
設
㈱
）
▽
櫻
井
孝
幸

（
同
）
▽
佐
竹
博
史
（
土
佐
工

業
㈱
）
▽
菅
井
詠
津
子
（
㈱
中

川
組
）
▽
菊
城
　
仁
（
同
）
▽

渡
邊
　
武
（
同
）
▽
山
形
英
明

（
東
日
本
都
市
開
発
㈱
）
▽
福

田
直
人
（
福
田
建
設
㈱
）
▽
福

田
祐
太（
同
）▽
松
本
忠
大（
不

二
公
業
㈱
）▽
保
戸
田
真
士（
㈱

　
調
査
区
域
面
積
は
約
50 

ha
を

見
込
む
。
履
行
期
間
は
22
年
３

月
25
日
ま
で
。
提
案
金
額
の
上

限
は
１
６
８
９
万
６
０
０
０
円

（
消
費
税
込
み
）
。

　
参
加
申
請
書
類
の
提
出
は
５

月
７
日
ま
で
受
け
付
け
、
11
日

に
１
次
評
価
、
31
日
に
２
次
評

価
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

を
行
い
、
優
先
交
渉
権
者
を
選

定
。
６
月
中
旬
に
受
注
者
を
決

定
す
る
。
質
問
は
５
月
12
日
か

　
成
田
市
都
市
部
市
街
地
整
備
課
は
26
日
、
「
（
仮
称
）
東
和
田
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
基

本
調
査
業
務
委
託
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
告
し
た
。
組
合
施
行
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
を
計
画
す
る
東
和
田
南
部
地
区
に
つ
い
て
、
区
画
整
理
の
前
提
条
件
を
整
理
し
、

市
街
地
環
境
影
響
評
価
に
よ
り
整
備
の
必
要
性
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
基
本
構
想
を
策
定

す
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
「
（
仮
称
）
成
田
市
東
和
田
南
部
地
区
土
地

区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
会
」
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
う
。

調
査
区
域
の
位
置
図

ら
14
日
の
期
間
に
受
け
付
け
、

18
日
に
回
答
す
る
。

　
参
加
資
格
は
▽
参
加
資
格
者

名
簿
に
「
測
量
」
ま
た
は
「
委

託
」
部
門
に
登
載
▽
所
在
区
分

が
市
内
業
者
、
準
市
内
業
者
ま

た
は
県
内
業
者
▽
16
年
４
月
１

日
以
降
に
、
関
東
１
都
６
県
の

地
方
公
共
団
体
が
発
注
し
た
産

業
系
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を

想
定
し
た
基
本
調
査
・
基
本
構

想
に
係
る
業
務
実
績
を
有
す
る

―
な
ど
。

　
同
業
務
は
、
東
和
田
地
先
に

設
置
を
構
想
し
て
い
る「（
仮

称
）成
田
（
東
関
道
）ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」お
よ
び
、

接
続
す
る
市
道
東
町
吉
倉
線
を

活
用
し
た
物
流
機
能
の
強
化

や
、
空
港
周
辺
に
お
け
る
産
業

促
進
に
向
け
た
都
市
基
盤
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
区
画
整
理

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
基
本

方
針
を
定
め
た
う
え
で
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定
し
、

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備

査
地
区
の
設
定
▽
広
域
的
条
件

調
査
▽
現
地
踏
査
▽
実
態
調
査

▽
市
街
地
環
境
評
価
▽
整
備
課

題
の
設
定
と
前
提
条
件
の
整
理

▽
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
策

定
▽
準
備
会
へ
の
支
援
。

　
同
市
は
、
吉
倉
地
区
周
辺
に

お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
伴
う
将
来
の
交
通
需
要
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
「
東

関
東
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
連
絡
道
路
整
備

事
業
」
を
計
画
し
て
い
る
。
国

会
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
う
。

　
具
体
的
な
業
務
内
容
は
▽
調

道
51
号
か
ら
県
道
成
田
小
見
川

鹿
島
港
線
を
連
絡
す
る
市
道
東

町
吉
倉
線
（
延
長
３
㎞
）
お
よ

び
大
学
病
院
と
構
想
駅
方
面
を

連
絡
す
る
市
道
吉
倉
川
栗
２
号

線
（
延
長
１
・
１
㎞
）
を
整
備

し
、
円
滑
な
道
路
網
の
確
保
す

る
。
ま
た
、
市
道
東
町
吉
倉
線

と
国
に
よ
る
設
置
を
構
想
す
る

「
（
仮
称
）
成
田
（
東
関
道
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
を
連
絡
し
、
広
域
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。

21
年
度
は
実
施
設
計
、
測
量

調
査
、
調
整
池
築
造
に
係
る
基

本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
、

当
初
予
算
に
委
託
費
８
０
９
０

万
円
を
措
置
。
業
務
は
一
般
競

争
入
札
で
の
委
託
を
予
定
す
る
。

　
県
県
土
整
備
部
は
、
２
０
２

１
度
主
要
施
策
概
要（
暫
定
版
）

を
ま
と
め
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

同
部
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

対
前
年
度
当
初
比
25
・
１
％
減

の
９
８
３
億
８
６
４
６
万
円
と

な
っ
た
。
県
予
算
全
体
の
４
・

９
％
を
占
め
る
。
当
初
予
算
は

知
事
選
挙
に
伴
う
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
し
た
た
め
、
６
月
補

正
予
算
で
肉
付
け
を
行
う
。

　
一
般
会
計
の
投
資
的
経
費
は

対
前
年
度
当
初
比
32
・
１
％
減

の
６
９
０
億
９
９
４
９
万
円
。

う
ち
普
通
建
設
事
業
費
は
同
39

・
８
％
減
の
５
４
５
億
７
３
９

９
万
円
。
補
助
・
単
独
の
別
で

は
、
補
助
事
業
が
同
38
・
０
％

減
の
２
８
４
億
８
５
２
万
円
、

単
独
事
業
が
同
41
・
６
％
減
の

２
６
１
億
６
５
４
７
万
円
。

　
各
課
別
予
算
額
は
▽
県
土
整

備
政
策
課
１
２
３
億
２
１
８
１

万
円
▽
技
術
管
理
課
１
億
１
３

１
３
万
円
▽
建
設
・
不
動
産
業

課
１
億
１
４
７
７
万
円
▽
用
地

課
16
億
９
１
７
５
万
円
▽
道
路

計
画
課
１
０
０
億
７
３
３
２
万

円
▽
道
路
整
備
課
２
１
３
億
８

９
３
９
万
円
▽
道
路
環
境
課
１

７
３
億
７
０
５
０
万
円
▽
河
川

整
備
課
１
１
１
億
６
４
８
３
万

応
し
た
河
川
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
19
年
の
一
連
の
災

害
を
踏
ま
え
、
必
要
な
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
早
期
の
効
果

発
現
に
向
け
取
り
組
む
。ま
た
、

砂
浜
の
減
少
が
進
む
九
十
九
里

浜
の
保
全
に
向
け
て
養
浜
等
を

実
施
す
る
ほ
か
、
橋
梁
の
耐
震

化
や
道
路
法
面
の
防
災
対
策
、

道
路
の
無
電
柱
化
等
を
進
め
る
。

　
「
交
流
基
盤
の
強
化
」
で
は
、

北
千
葉
道
路
の
全
線
開
通
を
目

指
す
ほ
か
、
銚
子
連
絡
道
路
な

ど
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を
重

点
的
に
進
め
る
。
ま
た
、
20
年

度
に
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
た

新
た
な
湾
岸
道
路
に
つ
い
て
、

早
期
の
計
画
具
体
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
国
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
検
討
会
が
設
立
さ

れ
た
千
葉
北
西
連
絡
道
路
に
つ

い
て
、
早
期
に
基
本
方
針
を
策

定
し
、
計
画
の
具
体
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
住

ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
地
区
、
金
田
西
地
区
に
お

い
て
県
施
行
に
よ
る
土
地
区
画

整
理
事
業
を
推
進
。
ま
た
、
社

会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
持
続
可
能
な
集
約
型
都
市

構
造
を
実
現
す
る
た
め
、
土
地

利
用
や
道
路
等
の
都
市
計
画
を

見
直
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
「
社
会
資
本
の
充
実
と
適
正

な
維
持
管
理
」
で
は
、
道
路
・

河
川
・
港
湾
・
公
園
・
下
水
道

な
ど
に
つ
い
て
、
着
実
に
点
検

・
修
繕
を
行
う
と
と
も
に
、
施

設
ご
と
に
維
持
管
理
計
画
や
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

保
戸
田
組
）
▽
山
土
井
　
理

（
同
）
▽
福
本
新
吾
（
㈱
松
丸

開
発
工
事
）
▽
松
丸
雄
三
（
松

丸
建
設
興
業
㈱
）
▽
宇
田
川
賢

一
（
丸
祐
建
設
㈱
）
▽
木
村
譲

児
（
同
）
▽
中
谷
茂
人
（
三
徳

建
設
㈱
）
▽
鎌
田
仁
一
（
雅
野

建
設
㈱
）
▽
菊
池
琢
磨
（
同
）

▽
池
田
拓
哉
（
利
興
建
設
㈱
）

▽
植
野
英
樹
（
ロ
イ
ヤ
ル
ス
ポ

ー
ツ
工
業
㈱
）▽
冨
山
哲
也（
若

潮
建
設
㈱
）

骨
格
で
普
建
費
546
億
円

ア
ク
セ
ス
道
路
を
重
点
整
備

県
県
土
整
備
部
■
主
要
施
策
概
要
暫
定
版

円
▽
河
川
環
境
課
57
億
７
０
８

８
万
円
▽
港
湾
課
44
億
１
８
１

３
万
円
▽
営
繕
課
１
２
７
８
万

円
▽
施
設
改
修
課
１
０
４
８
万

円
▽
都
市
計
画
課
１
億
７
６
５

７
万
円
▽
市
街
地
整
備
課
18
億

３
０
０
７
万
円
▽
公
園
緑
地
課

20
億
９
６
５
４
万
円
▽
下
水
道

課
25
億
２
９
６
５
万
円
▽
建
築

指
導
課
６
億
２
４
３
４
万
円
▽

住
宅
課
62
億
８
０
５
１
万
円
な

ど
。

　
21
年
度
は
▽
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
▽
交
流
基
盤

の
強
化
▽
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
▽
社
会
資
本
の
充
実
と
適
正

な
維
持
管
理

―
の
４
つ
の
方

針
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
。

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
で
は
、
洪
水
に
よ
る

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
時

間
雨
量
50
㎜
相
当
の
降
雨
に
対

市川市／斎場基本計画
新火葬棟25年度までに

2

きょうの
紙 面

公
共

芝山町／千代田地区約
23haの事業調査プロポ公

共

印西地区衛生組合／汚
泥Ｃ環境調査報告縦覧 公

共

千葉市環境保健研究所
ＷＴＯ一般競争を公告 公

共

市原市廃棄物処理基本
計画見直し支援プロポ 公

告

豊四季台団地建て替え
第Ⅴ‒A期基本設計業務公
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